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重心位置を考慮した 3 次元パッキング問題 
 








We consider the three-dimensional packing of rectilinear boxes into a container with fixed width and 
depth. This type of problem has many applications, e.g., in VLSI design and packing in logistics. In this 
paper, we focus on the packing problem with stability constraints, in which every box must be supported 
from below by other boxes or the container, and propose a heuristic algorithm. In our algorithm, a 
technique called sequence-triple is used to represent a packing and an initial packing is iteratively 
improved by the local search method. We evaluate the performance of our algorithm by computational 
experiments. 











































において設定される許容範囲の x 軸方向の長さ，y 軸方向
の長さをそれぞれ   ，   とする．詰め込む直方体の集
合を  ，直方体   の底面において x-y 平面もしくは他の
直方体と接している面積の総和を直方体   の底面積で割
ったものを        ，直方体   の幅，奥行き，高さをそ









さ，y 軸方向の長さ，z 軸方向の長さをそれぞれ X，Y，Z
とすると， 
 
     
   
        
     
   
        
     
   




る場合，許容範囲に対して x 軸方向にはみ出ている長さ 
  ，許容範囲に対して y 軸方向にはみ出ている長さ    
は，それぞれ 
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Sequence-Triple とは 3 次元パッキングの配置表現方法
の一種である．3 つの順列   ，  ，   によって任意の直




                 
は順列    における直方体 A の位置を表す． 
 
上下関係：   
          
      かつ    
          
      
のとき A は B の下． 
 
左右関係：   
          
      かつ     
          
      
かつ   
          
      のとき A は Bの左． 
 
前後関係：   
          
      かつ    
          
      
かつ   
          




等式が成立する直方体対をアークとした有向グラフ   ，
  ，  を用い，グラフ    上でのノード s から各ノード
における最長路の値を x 座標，グラフ    上でのノード s
から各ノードにおける最長路の値を y座標，グラフ    上
でのノード sから各ノードにおける最長路の値を z座標と
する．図 2 に順列と配置状況の例を示す． 
 
 














リティカルパスとは，x 座標，y 座標，z 座標を決定する


























 幅 高さ 奥行き 
直方体 1 0.6 0.495 0.37 
直方体 2 0.485 0.335 0.31 
直方体 3 0.555 0.35 0.24 
直方体 4 0.49 0.36 0.235 
直方体 5 0.47 0.405 0.22 
直方体 6 0.415 0.385 0.23 
直方体 7 0.54 0.38 0.15 
直方体 8 0.475 0.33 0.155 
直方体 9 0.425 0.42 0.15 
直方体 10 0.475 0.135 0.13 
直方体 11 0.405 0.165 0.14 
直方体 12 0.26 0.205 0.18 
直方体 13 0.355 0.16 0.125 
直方体 14 0.18 0.17 0.125 
直方体 15 0.165 0.125 0.115 
 




 幅 高さ 奥行き 
直方体 1 0.6 0.495 0.373 
直方体 2 0.52 0.37 0.333 
直方体 3 0.485 0.335 0.318 
直方体 4 0.555 0.35 0.248 
直方体 5 0.46 0.405 0.283 
直方体 6 0.49 0.36 0.238 
直方体 7 0.47 0.405 0.228 
直方体 8 0.415 0.385 0.238 
直方体 9 0.52 0.39 0.178 
直方体 10 0.54 0.38 0.158 
直方体 11 0.475 0.33 0.163 
直方体 12 0.55 0.215 0.133 
直方体 13 0.425 0.42 0.158 
直方体 14 0.475 0.135 0.138 
直方体 15 0.405 0.165 0.148 
直方体 16 0.26 0.205 0.188 
直方体 17 0.355 0.16 0.133 
直方体 18 0.205 0.195 0.198 
直方体 19 0.18 0.17 0.133 
直方体 20 0.165 0.125 0.123 
(1) 検証準備 
検証を行うにあたって，目的関数の定数  ，  は
     ，       とし，問題例は直方体の個数が 15
個，20 個の 2 つを用意した．直方体のサイズおよび x-y
平面における矩形領域の設定値は，OR-Library[3]にある
Container loading の thpack7.txt を参考にして表 1，表 2 の
ように設定している． 
(2) 検証結果・考察 
検証の結果を図 3，図 4 に示す．また，図 3 の解を得た
ときの目的関数値 F の挙動は，縦軸を目的関数値 F，横
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